
核
燃
施
設
め
ぐ
る
思
い

試
み
評
価
名
古
屋
で
2
0
日
上
映

青
森
県
六
ヶ
所
村
の
使
岡

済
み
核
燃
料
再
処
理
施
設
を

め
ぐ
る
住
民
の
思
い
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
-
映
画

｢
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ

-
｣
　
(
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
)

が
二
十
日
､
名
古
屋
市
中
区

の
市
女
性
会
館
ホ
-
ル
で
上

映
さ
れ
る
｡
鎌
仲
監
督
は
十

五
日
､
市
内
で
会
見
し
｢
作

品
を
先
入
観
な
く
見
て
､
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
-
利
用
に
つ

い
て
多
く
の
人
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
｣
と
述
べ
た
｡

鎌
仲
監
督
は
､
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
で
被
爆
し
た
イ
ラ
ク
の

子
ど
も
た
ち
を
取
り
上
げ
た

｢
ヒ
バ
ク
シ
ャ
一
世
界
の
終

わ
り
に
｣
を
二
〇
〇
三
年
に

制
作
｡
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
原

料
が
日
本
か
ら
も
出
て
い
る

と
知
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
同
村
で
制
作
を
始
め
､
〇

四
年
三
月
か
ら
〇
六
年
三
月

に
施
設
が
最
終
試
験
運
転
に

入
る
直
前
ま
で
の
二
年
間
を

追
っ
た
｡

映
画
で
は
､
再
処
理
施
設

に
つ
い
て
賛
成
派
と
反
対
派

双
方
の
住
民
の
声
を
伝
え

る
｡
鎌
仲
監
督
は
｢
こ
の
作
品

に
結
論
は
な
い
｡
両
方
の
意

見
を
､
ど
う
考
え
る
か
ば
観

客
に
任
せ
た
い
｣
と
話
す
｡

施
設
建
設
で
地
元
の
活
性

化
が
見
込
ま
れ
､
大
半
が
賛

｢
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ー
｣
の
名
古
屋
上
映
会
に

先
駆
け
会
見
す
る
鎌
仲
ひ

と
み
監
督
=
名
古
屋
市
中

区
の
Y
W
c
A
で

成
派
と
な
っ
て
い
る
同
村
｡

何
も
言
わ
ず
に
中
立
を
保
っ

て
い
た
住
民
が
｢
黙
っ
て
い

る
こ
と
ば
賛
成
し
て
い
る
こ

と
と
同
じ
だ
｣
と
気
付
き
､

勇
気
を
出
し
て
発
言
す
る
様

子
を
紹
介
す
る
な
ど
｢
核
が

身
近
に
あ
る
生
活
｣
に
葛
藤

(
か
っ
と
う
)
す
る
住
民
ら

を
客
観
的
な
視
占
雀
描
い
て

い
る
｡上

映
会
は
同
日
午
前
十

時
､
午
後
二
時
､
午
後
六
時

の
三
回
｡
午
後
の
二
回
で

は
､
上
映
前
の
三
十
分
間
で

鎌
仲
監
督
が
作
品
に
つ
い
て

話
を
す
る
｡
入
場
料
は
一
般

千
二
百
円
､
六
十
五
歳
以
上

･
学
生
･
身
障
者
は
千
円
｡

問
い
合
わ
せ
は
｢
な
ご
や

『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ

-
』
を
観
る
会
｣
の
岩
田
和

憲
さ
ん
=
電
o
5
2
(
7
5

-
)
-
5
2
-
=
へ
｡

(
小
野
沢
健
太
)

市　　2007年(平成19年)1月16日(火曜日)


